
 

2021 年 3 月 31 日 

2019 年台風 15・19 号被災者支援活動に 

ご寄付をいただいた皆さま 

（特活）ADRA Japan 

国内事業課 

2019 年台風 15・19 号被災者支援活動のご報告 

 

１．災害名  令和元年台風 15 号 

２．活動場所 千葉県南部、鋸南町 

３．活動期間 2019 年 9 月 10 日～現在  

４．概要 

台風 15 号は非常に強い勢力で 9 月 9 日に上陸。房総半島の内房沿岸から成田市方面に進み、周辺地域

に甚大な被害をもたらした。その中でも鋸南町の住宅被災世帯率は約 70％と非常に高かった。被災のほ

とんどが、強風や飛来物により屋根の瓦が損傷した「屋根被害」であった。 

５．活動内容 

 発災直後は三育フーズと SEMA（民間企業と市民団体による緊急災害対応アライアンス）の協力を得

て、避難所等に食料と飲料などの配布を行った。 

屋根が損傷している住居は、当然雨が降った際には室内も濡れ、台風時だけではなく被害が何重にもな

ってしまう。早急に屋根の応急処置をすることが求められていたため、それに対応するためのブルーシ

ート張りと張り方の講習会を実施することとした。ブルーシートによる応急修理が急がれる一方で、支

援にかけつけた県内外の建築業者や、国や県の要請で支援活動のために鋸南町に入った自衛隊員や消防

所職員らは、ブルーシートの張り方などについて知識も経験もなかった。そのため、ブルーシート張りの

講習会を計 18 回実施し、約 600 人が受講した。 

また、鋸南町災害ボランティアセンターの運営支援にも協力し、社会福祉協議会（以下、社協）のサポ

ートを行った。11 月には、本来社協で扱う案件外である屋根の修繕にも対応できるよう、千葉南部災害

支援センターを立ち上げ、住民からの相談や修繕依頼の受け皿をつくった。また、定期的に対象市町の役

場、社協、県庁へ情報の共有を行った。現在は、地元の団体を中心に運営されている千葉県南部災害支援

センターへのアドバイスや、活動に必要な資機材の貸し出しによる支援を行っている。 

 
ブルーシート張りの様子 

 

鋸南町災害ボランティアセンターの様子 



 

１．災害名  令和元年東日本台風（台風 19 号） 

２．活動場所 宮城県丸森町 

３．活動期間 2019 年 10 月 13 日～2020 年 4 月末 

４．概要 

 台風 19 号は、強い勢力を保ち 10 月 12 日に本州に上陸。8 月の秋雨前線による豪雨、9 月の台風 15 号

に続くかたちで日本の広範囲に甚大な被害をもたらした。被害があまりにも広域かつ多発となったため

に、被害状況の把握や支援地域の選定に苦心する支援団体も少なくなかった中で、ADRA は「町全体が

水没した」と報道されるほどの被害を受けた宮城県丸森町にて支援活動を速やかに開始することができ

た。これは、ADRA が丸森町に隣接する山元町にて、東日本大震災の被災者支援のため長期にわたり活

動しており、町および社協との友好な関係があったためである。 

５．活動内容 

 当初、災害ボランティアセンターを設置する社協も床上浸水の被害を受け、事務所にも入れない状態

であり、職員も途方に暮れていた。丸森町内へ続く主要道路は土砂崩れ等で封鎖され、宅配業者による配

達はストップしていた。そのような中、ADRA と信頼関係があり輸送網も機能している山元町社協と連

携をして、震災がつなぐ全国ネットワーク発行の「水害にあった時に」冊子や雑巾を丸森町へ届けること

ができた。以降、災害ボランティアセンターで必要とされるゴーグル、防塵マスク、ボディタオル、水タ

ンク、土嚢袋などの物資支援を実施した。 

 その後、丸森町と連携して半壊以下の認定の 536 世帯を対象に、暖房器具（こたつ、ホットカーペッ

ト、石油ファンヒーター、石油ストーブ）や地域商品券の寄贈支援を実施した。 

住居被害が半壊もしくはそれよりも軽いと判定された世帯であっても、床上浸水等により 1 階に設置の

家電や冬用衣類等全てが水に浸かり処分したお宅が多くあり、厳しい現状であった。在宅避難者である

方々からは、支援時のアンケートにも感謝の言葉を多くいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸森町災害ボランティアセンターへの物資支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖房器具を受け取った住民の方 

 



 

会計報告（台風 15 号および台風 19 号 被災者支援事業） 

 

2019 年 9 月～2020 年 12 月分 

 

 

以上は、皆さまからのご寄付と各種助成金を用いて実施いたしました。 

なお、千葉県での活動は現在も継続しているため、ご報告は 2020 年 12 月末までのものです。 

多大なご支援に心より感謝申し上げます。 

項目 詳細 計

資材費 ブルーシート張り用テープ、暖房器具等 \10,029,812

委託費 建築・井戸堀・カウンセリングなど業者委託費 \60,000

報償費 ブルーシート張り講習会講師謝金等 \710,000

印刷製本費 コピー代・プリントアウト代・ちらし印刷代 \72,496

旅費交通費 スタッフ旅費交通費 \860,319

通信費 電話代 \104,455

荷造発送費 暖房器具寄贈のための宅配便代、切手代 \319,257

消耗品費 文房具・備品代等 \128,394

賃貸料 千葉南部災害支援センター軽トラックレンタル代等 \2,259,470

修繕維持費 車修理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ代 \161,669

保険料 自動車保険 \342,930

租税公課 税金関係・印鑑証明、登記簿取得印紙代 \3,750

人件費 スタッフ人件費 \6,505,583

その他 \426,899

計 \21,985,034


